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市民が元気で笑顔になれる

宮原市政２期目始動

持続可能で安心安全なまちづくりの推進

●災害に強いまち
づくりの推進●ま
ちづくり協議会の
支援●公共交通機
関の利用促進●市
有財産や公共施設の適正な管理●自主財源
の確保など、効率的・効果的な行政経営

●中心市街地活性
化 の 推 進 ● 創 業・
起業支援と企業誘
致の推進●農林畜
産業の振興と担い
手育成●農畜産物や特産品の販売の推進●
経済効果のある観光振興の推進●コロナで
疲弊した地域経済の活性化

産業の育成・雇用対策の推進

　

こ
の
た
び
小
林
市
長
と
し
て
、
２

期
目
の
市
政
運
営
の
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
蒔
い
た
種
が
花
を
咲
か

せ
る
４
年
間
と
す
べ
く
、
１
期
目
に

掲
げ
た
４
つ
の
重
点
施
策
（
具
体
的

な
事
業
は
左
の
「
重
点
施
策
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
に
つ
い
て
、
市
議
会

を
は
じ
め
各
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
市
政
発
展
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
せ
る
機
会
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
対
策
を
講
じ
、
本
市
の
魅
力
創

出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
が
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
明
る

く
元
気
に
生
き
が
い
を
持
ち
、
輝
い

て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
蒔
い
た
種
が

花
開
く
４
年
間
に

医療・福祉・子育て支援の整備促進

●健康づくり活動
の推進と環境整備
●医療体制の整備・
充実●子どもを産
み育てやすい環境
の整備●障がい者や高齢者に優しいまちづ
くりの推進●教育環境の整備

市政運営の
４つの柱 重点施策

●スポーツ活動の推
進と環境整備●文
化・芸術の振興●歴
史と自然環境の保
護・保全●国際交流
と国際化の推進●各分野で活躍する市出身
者との交流を推進

スポーツ・文化活動の振興

　

私
は
、
最
重
要
施
策
と
し
て
「
健

幸
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」を
掲
げ
、

こ
れ
ま
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
将
来
的
な
社
会

保
障
費
の
抑
制
に
も
つ
な
げ
る
べ
く

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
基
本
計
画
を
策
定
し
た
健

幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
体
育
館
機
能
や
健

康
づ
く
り
機
能
、子
育
て
支
援
機
能
、

避
難
所
機
能
を
備
え
た
複
合
型
施
設

と
し
て
整
備
を
進
め
る
方
針
で
す
。

健
康
づ
く
り
か
ら

市
民
を
元
気
と
笑
顔
に

対話 決断と

小林市を目指して

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
を
大
き
く
変
え
、
地
域
経

済
に
も
大
き
な
打
撃
と
な
っ
て
い
ま

す
。
感
染
症
対
策
は
も
と
よ
り
地
域

経
済
の
復
興
は
、
本
市
の
喫
緊
の
課

題
で
す
。

　

一
方
で
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対

応
し
た
取
り
組
み
が
本
市
を
活
性
化

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
か
ら

小
林
の
魅
力
を
創
出

　

全
国
的
に
地
方
の
人
口
減
少
が
進

展
す
る
中
で
本
市
の
人
口
も
減
少
し

て
お
り
、
地
域
活
力
の
衰
退
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
若
者
の
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
子

育
て
支
援
策
に
加
え
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
畜
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
本

市
な
ら
で
は
の
強
み
を
い
か
し
た
施

策
の
展
開
に
よ
り
若
者
の
定
住
に
つ

な
げ
、
人
口
維
持
と
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
10
年
後
、
20
年

後
、
さ
ら
に
そ
の
先
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
元
気
に
笑

顔
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
小
林
市
で

あ
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
重
ね
、
決
断
す
る
市
政
運
営

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

強
み
を
い
か
し
た
施
策
で

人
口
減
少
対
策

「
対
話
と
決
断
」
で

持
続
可
能
な
ま
ち
へ

宮原義久市長による２期目の市政運営が始まります。
市民が笑顔になれる小林市を目指して、今後４年間に
どのようなことに取り組んでいくのか、市政の展望を
語ります。

昭和 38 年１月１日生まれ、59 歳。宮崎大学
畜産別科卒。平成 11 年４月から市議会議員、
平成 15 年から宮崎県議会議員（うち平成 28
年４月～平成 29 年 4 月まで宮崎県議会副議
長）。平成 30 年４月に小林市長に就任し、令
和４年４月市長再選。

宮原義久市長プロフィール

撮影場所　永田平公園

永田平公園にウオーキングコースを整備しました。コロナ禍の健康
対策として、ウオーキングをはじめてみませんか。
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　市民や出身者をはじめとした多様な力を合わせて市の魅力を発信し、
郷土愛の醸成や関係人口の拡大につなげる『ハッシンコバヤシ！！』プロジェクトがスタート！
　市の魅力発信は、行政や各種団体だけでなく市民や出身者を含めた多くの人が自発的に担って

くれています。その力をさらに引き出し、その発信の輪を広げ、多くの人と一緒になって
地域の魅力発信力を向上させていきます。

　地域の魅力を発信するため、連続ドラマとの提携やバラエティ番組への撮影協力を実施中です。テレビや
動画配信サービスなどでの発信をきっかけに、小林市の魅力を多くの人に知ってもらうシティプロモーショ
ンを展開。小林のファンの獲得へつなげていきます。

小林がドラマ・バラエティ番組のロケ地に！
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ッ
シ
ン
コ
バ
ヤ
シ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

皮
切
り
と
し
て
、
市
民
が
出

演
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー

ビ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
、
実
際
に
地
域

で
リ
ア
ル
に
生
活
す
る
地
元

の
お
じ
さ
ん
３
人
組
、
女
子

高
校
生
、ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
。

３
人
の
お
じ
さ
ん
が
小
林
の

魅
力
を
自
慢
し
よ
う
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
挑
戦
し
、
次
第
に
発
信

力
を
身
に
付
け
た
イ
ケ
て
る

お
じ
さ
ん
（
イ
ケ
お
じ
）
に

成
長
し
て
い
く
と
い
う
５
篇

で
構
成
（
15
秒
×
５
本
）。

　

動
画
は
、
発
信
す
る
行
動

を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
再

認
識
し
て
い
く
と
い
う
内
容

に
な
っ
て
お
り
、
一
人
ひ
と

り
が
当
事
者
と
し
て
情
報
発

信
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
ま

ち
の
魅
力
や
愛
着
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
く
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

発信力を身に着けて、“イケおじ”に ⁉
プロジェクトのコンセプトムービーを公開！

▲市公式 YouTube
チャンネルで公開中

ハ

Check!

　小林市出身の人気お笑い芸人「蛙
かえるてい

亭イワクラ」さ
んが宮崎をもっと知るために「宮崎のよかとこ」を
巡り、宮崎を盛り上げていくバラエティ番組がス
タートしました。
　同じく人気お笑い芸人の「オズワルド 伊

い と う

藤」さん、
「森

も り も と

本サイダー」さん「ママタルト大
お お つ る

鶴肥
ひ ま ん

満」さん
の 4 人が、宮崎の “よかとこ” を全国に発信するた
め、宮崎県民も知らないディープな宮崎の “よかと
こ” を探します。
　３月には市内でもロケが行われ、市役所やイワク
ラさんゆかりの場所などで収録が行われました。

　令和２年に UMK テレビ宮崎の開局 50 周年の節
目に放送された「ひまわりっ～宮崎レジェンド～」。
宮崎愛にあふれた原作を実写化した同番組は、県内
での放送をはじめ全国 30 局で地上波放送され、同
時に動画配信も実施されました。
　放送終了後、続編を希望する声が多くあり、第 2
弾の放送となりました。
　第２弾では、ドラマ内に小林も登場予定。３月に
は主人公・アキコ役の平

たいら

 祐
ゆ う な

奈さんや父親・健一１
号役の高

たかはし

橋 克
かつのり

典さんなどが来市し、収録が行われ
ました。

みんなで魅力を発信する取り組みを展開していきます！

　今後、 市出身の著名人や地域住民と連携した取り組み
や、市のファンクラブ組織「こばやしファン・サポーターズ
CLUB」での情報発信交流イベント、フォトコンテスト、Ｓ
ＮＳでの投稿キャンペーンなど、小林の魅力を「ハッシンす
る人」を増殖させる展開を行っていく予定です。
　プロジェクトの内容については、市ホームページの「ハッ
シンコバヤシ ‼」 プロジェクト特設ページや小林市公式
SNS で随時紹介していきます。

◀フォトコンテスト締
切迫る！詳しくは左の
QR コードを確認くだ
さい

発
ハ ッ シ ン

進 新たな情報発信の
展開をスタート

発
ハ ッ シ ン

振 発して振動、
ウェーブを起こす

発
ハ ッ シ ン

信 みんなで発信

コンセプト

◀今後さまざまな取り組み
を行っていきます。詳細は
プロジェクトの特設ページ
をチェック！

プロジェクト特設ページ

５月 16日（月曜）放送開始（月曜～金曜）

ひまわりっ２
～宮崎レジェンド～

18時 45分～ 19時（UMKスーパーニュース内）

蛙亭イワクラ使節団
～伊藤と肥満とサイダーと～
毎週土曜 23時 10 分～ 23 時 45 分

UMKテレビ宮崎で放送

みん
なで魅

力発信プロジェクト



この教室は、市と健康増進に関する連携協定を結んでいる明治安田生命保険
相互会社協力のもと実現されました

国際ソロプチミスト小林が認証 30 周年
　3 月 23 日、国際ソロ
プチミスト小林（森

も り お か

岡
康
や す こ

子会長）の認証 30 周
年記念式典が開催され
ました。同団体は女性
の人権と地位を高める奉仕活動をしている団体。
式典では、森岡会長から市内の小・中学校 21 校
へ生理用品が寄贈されました。

小林レッドフェニックスが全国大会へ
　３月 17 日、小林ミニ
レッドフェニックスが
ミニバスケットボール
の全国大会出場を前に
市長を表敬訪問しまし
た。主将の松

ま つ だ

田颯
そ う と

音さんは「主将としてしっかり
チームに指示をしていきたい。県代表としてがん
ばります」と力強く抱負を語りました。

認知症患者を地域で見守る声かけ体験
　３月 24 日、三ケ野山
地区のｅサポーターが、
野尻町いきいきコミュニ
ティセンターで認知症高
齢者の見守り声かけ体験
を行いました。高齢者役への声かけ体験や過去の
体験を共有するグループワークを行い、見守りが
必要な人に出会った時の対応を学びました。

JA こばやしマンゴー部会が
宮崎日日新聞農業技術賞を受賞
　JA こばやしマンゴー部会（松

ま つ だ

田泰
や す か ず

一部会長）が、
第 64 回宮崎日日新聞農業技術賞を受賞し、３月
18 日、市長に受賞を報告しました。受賞は、平
成 18 年以来２度目。代表してあいさつした松田
部会長は、「ひなた GAP 取得や販売への取り組
みを評価していただいた。小林ブランドを育てる
ため、さらに精進したい」と話していました。

マンゴー部会は、ネット販売などニーズに合わせた販売にも取り組むなど、コ
ロナ禍に対応しながら、質のよいマンゴーの生産・販売に力を入れています

Ｔopicsこばやし
トピックス

トヨタカローラが市内小学生に
子ども向け反射材などを寄贈
　 ３月 25 日、トヨタカローラ宮崎株式会社

（御
み た ら い

手洗才
さ い じ

治代表取締役社長）が市内小学３年生
（現４年生）345 人に対して、子ども向け反射材
とリーフレットを寄贈しました。寄贈は、宮崎ト
ヨタグループの「マチホタル活動」の一環。事故
防止のため、暗い道でも光が溢れるようにという
思いから県内で活動を行っています。

御手洗社長は「自動車業界の悲願である交通事故０を目指し、１件でも事故
を減らせることを願って寄贈させていただきます」と話していました

テゲバジャーロ宮崎の選手が
市内小中学生にサッカーを指導
　３月 27 日、県内初のプロサッカーチームとなっ
たテゲバジャーロ宮崎の選手を招いてサッカー教
室が開催されました。教室には、市内の小・中学
生約 80 人が参加。鬼ごっこを用いた基本的動作
の練習やゲーム形式の練習によりプロの指導を受
けました。子どもたちは普段目にかかることのな
いプロ選手の高い技術力を間近で体感しました。

小林高校生有志が企画した
手作りの SDGs イベント開催
　３月 27 日、KITTO 小林で「ミライノコバヤシ
～ミラコバ SDGs プロジェクト～」が開催されま
した。TENAMU 交流スペースの制服譲渡会など
のイベントに合わせ、コバ高生有志約 30 人が小学
生向け SDGs イベントを企画。古新聞などの廃材
を使った図工・工作コーナーや手作り縁日、SDGs
のクイズなどの企画で来場者を楽しませました。

企画に参加した沢田瑠也さんは「話し合いを重ねて内容が固まっていきやりが
いを感じました。今後もまちの活力につながる活動したい」と話していました

吉都線利用促進と沿線の魅力発信へ
吉都線ひと駅ウオークを初開催
　３月 27 日、ＪＲ吉都線乗車とウオーキングを
セットにしたイベント「吉都線ひと駅ウオーク in
西小林駅」が開催されました。ＪＲ吉都線利用促
進協議会が、吉都線の利用促進と沿線の魅力発信
のため初めて開催。参加者は、スタート地点への
集合やゴール後の移動に吉都線を利用し、沿線の
風景や関係団体からのおもてなしを楽しみました。

参加した脇
わ き た

田菜
な つ み

摘さんは「普段乗らない吉都線に、娘は大興奮。ウオーキング
では、娘と春の草花を見つけながら楽しく歩けました」と話していました

小林地区交通安全協会小林支部が
交通安全功労者等県知事表彰を受賞

内支部長は「コロナ禍の時期だからこそ協会一丸となって事故防止活動に努め
ることが使命。今後はさらなる交通安全啓発活動に努めたい」と話しました

　２月８日、地域の交通安全教育や交通事故防止に
大きく貢献した団体に贈られる、「交通安全功労者
等宮崎県知事表彰」を小林地区交通安全協会小林
支部（内

う ち

一
か ず ゆ き

幸支部長）が受賞しました。同団体は日
頃から、教育施設、高齢者クラブでの交通安全教室
や、交通量の多い街頭での交通指導などを行い、
地域に密着した交通安全活動を行っています。
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前
ま え だ の り お

田則雄さんが旭日単光章を受章
　３月 14 日、長年にわ
たり地域の発展に尽力
し、旭日単光章を受章
された前田則雄さんに、
野尻庁舎で伝達式が行
われました。前田さんは３期 12 年にわたり野尻
町議会議員を務め、住民福祉の向上や地域の産業
振興に貢献したことに対して受章しました。



指先を使って脳の活性化
　３月の野尻地区生き
がい学級では、文化的
講座の一環で、日常使
いに手頃な小箱作りに
挑戦しました。普段は
三ケ野山教室の受講生である城

き ど

戸愛
あ い こ

子さんが講師
となり、受講生の製作の進み具合をうかがいなが
ら、綺麗に作るコツを教えていました。

市民の生命・財産を守る
小林市消防団入退団式を開催
　４月３日、令和４年度小林市消防団入退団式が
須木総合ふるさとセンターで開催されました。21
人が退団、新たに９人が入団し、今年度は 491 人
が消防団活動にあたります。入団者を代表して第
２分団第３部（小林地区）湯

ゆ か わ

川達
た つ や

也さんは「住民
の生命、身体、財産を保護し、郷土愛護の精神に
基づき使命達成に努めます」と宣誓しました。

宣誓する湯川さん。消防団員は、地域の消防防災のリーダーとして市民の安
心安全を守るという重要な役割を担っています

　３月 27 日、小林まちづくり株式会社（柊
ふ き ざ き

崎庄
し ょ う じ

二
代表取締役）が主体となり、アウトドア情報の発信
や案内を目的とする案内所「アウトドアステーショ
ン生駒」が花の駅生駒高原内に開設されました。案
内所では、Ｅバイク（電動アシスト機能付きスポー
ツ自転車）のレンタルや生駒エリアを拠点とした登
山コースの案内、イベントの企画を行います。

アウトドア情報の発信拠点が
花の駅生駒高原内にオープン

登山やサイクリングは、自然を生かした少人数で楽しむことできる新しい観
光コンテンツとして注目されており、生駒周辺観光の誘客が期待されます

須木地区で春の物産販売を開催
　４月９日、すきむら
んどのかじかの湯駐車
場で物産販売が開催さ
れました。須木地区内
の業者による柚子や栗
の特産品の販売のほか、市外からも食料品や衣料
品販売業者の出店がありました。当日は天気にも
恵まれ、会場は多くの来場者で賑わいました。

市内小中学校で入学式が開催
　４月８日に市内中学
校、11 日に小学校の令
和４年度入学式が行わ
れ、 小 学 校 368 人、 中
学校 336 人の新入生が
入学しました。このうち須木小学校では、男子児
童３人、女子児童２人が入学。子どもたちは新し
い環境に、期待と不安で胸を膨らませていました。

Ｔopicsこばやし
トピックス

　４月７日、第 17 回小林市総合畜産共進会が小
林地域家畜市場で行われました。和牛３部門に
52 頭、乳牛４部門に 12 頭が出場し、和牛（種牛）
は下

し も む ら

村美
よ し て る

輝さん、乳牛は永
な が た

田一
か ず な り

成さんがグランド
チャンピオンを獲得。また、４月５日に開催され
た和牛（枝肉）では、元

も と ざ わ

澤雄
ゆ う じ

治さんが金賞を獲得
しました。共進会の最後には、今年 10 月に鹿児
島県で開催予定の「第 12 回全国和牛能力共進会」
への出品予定農家の紹介と激励も行われました。

Photo １種牛の部グランドチャンピオン下村さんとちよちよ号
２乳牛の各部門で優等１席を獲得した受賞者と関係者
３枝肉の部金賞（首席）元澤さん

２１ ３

小林市総合畜産共進会
和牛・乳牛 64頭、枝肉 47頭が出場・出品

結果（順位順・敬称略）

■肉用種種牛の部
▼ 育 成 1 類 ＝ 筧

かけひ

春
は る ひ こ

彦、
黒
く ろ き

木 祐
ゆ う い ち ろ う

一 郎、 新
し ん で ん

田 幹
み き お

雄
▼ 育 成 ２ 類 ＝ 下 村 美 輝、
立
た て や ま

山健
け ん じ

二、橋
は し み つ

満公
こ う だ い

大▼雌
子牛＝山

や ま だ

田宏
ひ ろ き

樹、永
な が く い

久井
幹
み き お

男、山
や ま だ

田和
か ず ひ ろ

博、中
な か べ っ ぷ

別府
篤
あ つ ひ さ

久、夏
な つ き

木佳
よ し た だ

忠

■乳用種の部
▼育成 1 類＝温

ぬ く み ず

水聖
しょう

▼育
成２類＝中

な か む ら

村大
だ い き

輝▼育成
３類＝谷

た に ぐ ち

口俊
と し ふ み

文▼経産牛
４類＝永田一成
■肉用種枝肉の部
元澤雄治、小

お だ

田孝
こ う い ち

一、株
式会社石川牧場、栗

く り す の

巣野
愛
いとし

、坂下牧場

Photo １発表会では先端技術を活
用したユニークなまちづくりのア
イデアが披露されました
２, ３, ４ 昨年 11 月に松原教授、
牧原教授、稲見教授が来市。各チー
ムが検討中のアイデアにアドバイ
スをもらいました

２

１

３

４
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人道危機への支援の輪が広がっています
　市内で、戦闘が激化
するウクライナの人道
危機への支援の輪が広
がっています。市内の
黒木茶道教室（真方地区）
では、３月 27 日に定例の「春のお茶会」を開催。
参加料の一部や参加者からの募金を、日本赤十字
社宮崎県支部小林市地区に寄付しました。

東京大学先端研との連携協定にかかる市職員の検討チームが
ＡＩなどの先端技術を使ったまちづくりのアイデアを報告
　３月 22 日、「小林市と東京大学先端科学技術研
究センターとの連携協定にかかる活動報告会」が
開催されました。市では昨年６月の連携協定締結
後、ＡＩなどの先端技術を活用したまちづくりを
検討するため、入庁３～４年目職員による研修チー
ムと中堅職員によるプロジェクトチームを立ち上

げ。東京大学の松
ま つ ば ら

原 仁
ひとし

教授、牧
ま き は ら

原 出
いづる

教授、稲
い な み

見
昌
ま さ ひ こ

彦教授の助言を受けながら、研修チームが 20 ～
30 年後を見据えたまちづくり、プロジェクトチー
ムが市の課題解決を目指して検討を重ねてきまし
た。今後、同センターと連携しながら、実現可能
なアイデアの実証実験を行う予定です。



　

求
職
中
の
人
が
、
就
業
に
役
立

つ
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
訓
練
で
す
。

◆
訓
練
期
間

　

６
月
14
日
（
火
曜
）

　
　

～
９
月
13
日
（
火
曜
）

◆
場
所　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校

◆
募
集
締
切　

５
月
19
日（
木
曜
）

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
費　

受
講
料
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
（
教
材
費
）
と
資

　

格
取
得
の
受
験
料
は
自
己
負
担

●
申
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　

℡
23
‐
２
１
７
１

●
問
・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　

℡
23
‐
６
８
０
０

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
評
価
・
審
議
を
行
う
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
や
地
域

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
を
計

画
的
に
確
保
し
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
と
子
育
て
を
社
会
全
体

で
支
援
す
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
計
画
で
す
。

◆
任
期

　

令
和
４
年
６
月

　
　

～
令
和
７
年
３
月
31
日

◆
募
集
人
員　

２
人
程
度

◆
募
集
条
件

①
市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
で
、

子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

②
現
在
、
市
の
附
属
機
関
の
委
員

に
な
っ
て
お
ら
ず
地
方
公
務
員
の

職
に
な
い
人

◆
活
動
内
容

　

年
に
数
回
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
し
、
計
画
内
容
や
、
事
業
の

実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

◆
報
酬　

３
０
５
０
円
／
回

◆
応
募
方
法

　

次
の
①
②
を
子
育
て
支
援
課
に

直
接
提
出
す
る
か
郵
送
で
提
出

①
小
林
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

公
募
委
員
申
込
書

※
子
育
て
支
援
課
、
各
庁
舎
住
民
生

　

活
課
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

②
「
小
林
市
が
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
と
な
る
た
め
に
」
に
関
す
る

８
０
０
字
程
度
の
作
文
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
の
任
意
の
用
紙
）

▼
募
集
締
切　

５
月
25
日（
水
曜
）

◆
選
考
方
法　

書
類
選
考

※
全
員
に
選
考
結
果
を
文
書
で
通

　

知
し
ま
す

●
申
・
問
・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

　

塩
分
10
㌫
の
梅
干
し
を
昔
な
が

ら
の
製
法
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
（
各
火
曜
）　

　

５
月
31
日
、
６
月
７
日

　

９
時
30
分
～
12
時

◆
場
所　

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
定
員　

12
人

◆
参
加
費　

無
料

※
材
料
費
は
別
途
必
要

◆
申
込
締
切　

５
月
17
日（
火
曜
）

　

体
に
負
担
の
少
な
い
体
操
で
、

心
地
良
く
普
段
気
付
か
な
い
と
こ

ろ
の
ケ
ア
も
で
き
、
心
も
体
も
元

気
に
な
り
ま
す
。

◆
日
時
（
全
６
回
）

　

６
月
３
日
～
７
月
８
日
の
金
曜

　

13
時
～
14
時
30
分

◆
場
所

　

野
尻
庁
舎
２
階
大
会
議
室

◆
定
員　

12
人

◆
参
加
費　

５
０
０
円

◆
保
険
料　

１
２
６
円

◆
申
込
締
切　

５
月
19
日（
木
曜
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申 

・ 

問
・
教
育
部
野
尻
分
室

　
　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

部
屋
着
や
パ
ジ
ャ
マ
に
も
な
る

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
モ
ン
ペ
作
り

◆
日
時
（
各
木
曜
）

　

６
月
30
日
、
７
月
14
日

　

13
時
～
16
時

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　

無
料
（
浴
衣
持
参
）

◆
定
員　

８
人

◆
申
込
締
切　

６
月
16
日（
木
曜
）

い
元
気
に
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
す

た
め
に
、
花
の
寄
せ
植
え
、
民
謡
、

健
康
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
多
彩

な
内
容
で
楽
し
さ
満
載
で
す
。

◆
日
時
（
毎
月
第
４
火
曜
）

　

５
月
24
日
、
６
月
28
日
、
７
月

26
日
、
８
月
23
日
、
９
月
30
日

※
９
月
30
日
の
み
金
曜

　

10
時
～
11
時
30
分
ま
た
は
12
時

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
他

◆
参
加
費　

５
０
０
円

※
材
料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り

◆
定
員　
　

15
人

◆
申
込
締
切　

５
月
16
日（
月
曜
）

　

イ
ン
テ
リ
ア
に
お
す
す
め
の
育

て
や
す
く
か
わ
い
い
苔
玉
づ
く
り

で
す
。

◆
日
時　

５
月
31
日
（
火
曜
）

　

14
時
～
15
時　
　

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費

　

無
料
（
材
料
費
１
千
円
）

◆
定
員　

12
人

◆
申
込
締
切　

5
月
19
日（
木
曜
）

◆
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
・
問
・
教
育
部
須
木
分
室　

　

℡
48
‐
２
２
６
６

2022 年　５　月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

講
座
・
催
し

募　

集

公
共
職
業
訓
練
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科
」

受
講
生
募
集

の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

受
講
生
募
集

須
木
生
涯
学
習
講
座

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

公
募
委
員
募
集

◆
日
時
（
全
て
火
曜
）

　

①
６
月
７
日
、
②
７
月
５
日
、

③
８
月
２
日
、
④
９
月
６
日

　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
定
員　

30
名

◆
参
加
料　

５
０
０
円

◆
内
容

①
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
の
し
ら
べ

②
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
横
丁

③
健
幸
生
活
に
音
楽
を
！

④
映
画
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

◆
申
込
締
切　

５
月
16
日（
月
曜
）

◆
日
時
（
全
て
水
曜
）

　

①
５
月
25
日
、
②
６
月
22
日
、

③
７
月
27
日
、
④
８
月
24
日

　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
料　

５
０
０
円

◆
内
容

①
ず
ー
っ
と
笑
顔
わ
た
し
の
ま
ま
で
！

②
健
幸
は
食
べ
る
こ
と
か
ら
！

③
健
幸
は
お
口
か
ら
！

④
本
日
は
あ
な
た
が
主
役
！

◆
申
込
締
切　

５
月
16
日（
月
曜
）

◆
日
時
（
全
８
回
）

　

６
月
～
９
月
の
毎
月
第
２
、
第

４
月
曜

　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
料　

５
０
０
円

◆
内
容　

　

健
や
か
に
生
き
て
い
く
た
め
の

身
体
の
使
い
方

◆
申
込
締
切　

６
月
１
日（
水
曜
）

◆
日
時　

６
月
10
日
（
金
曜
）

　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
料　

無
料（
材
料
費
別
途
）

◆
内
容

　

簡
単
な
焼
き
菓
子
作
り

◆
申
込
締
切　

５
月
27
日（
金
曜
）

◆
日
時　

　

①
６
月
１
日
（
水
曜
）、
②
８

月
５
日
（
金
曜
）　

　

10
時
～
12
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
料

　

無
料
（
材
料
費
別
途
必
要
）

◆
内
容

①
懐
か
し
い
郷
土
ち
ら
し
ず
し

②
甘
酒
で
疲
労
回
復
を
！

◆
申
込
締
切

　

①
５
月
16
日
（
月
曜
）、
②
７

月
19
日
（
火
曜
）

◆
日
時　

　

６
月
16
日
、
７
月
21
日
、
８
月

18
日
、
９
月
15
日

　

10
時
～
12
時

※
現
地
学
習
の
場
合
は
時
間
に
変

　

更
が
あ
り
ま
す

◆
場
所　

中
央
公
民
館
・
現
地

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
料　

５
０
０
円

◆
内
容

　

史
跡
巡
り
や
座
学
を
通
し
て
小

林
の
歴
史
文
化
に
触
れ
、
先
人
の

知
恵
や
思
い
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

◆
申
込
締
切　

６
月
１
日（
水
曜
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
方
法

　

中
央
公
民
館
窓
口
で
直
接
申
込

む
か
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

申
込
締
切
後
も
定
員
に
達
し
て

い
な
い
場
合
は
、受
け
付
け
ま
す
。

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

自
主
的
な
生
涯
学
習
の
講
師
料

を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
金

　

１
団
体
当
た
り
６
２
０
０
円

◆
募
集
団
体　

１
団
体

◆
対
象

①
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

こ
と
（
過
半
数
が
市
内
在
住
者
）

②
会
場
が
市
内
で
あ
る
こ
と

③
連
続
し
て
３
～
４
回
開
催
す
る

こ
と

④
講
師
は
団
体
外
で
あ
る
こ
と

◆
申
込
方
法

　

指
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
中
央
公
民
館
に
提
出

◆
申
込
締
切

　

６
月
１
日
（
水
曜
）

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
で
作
ら
れ
た
製
品
を
展

示
・
販
売
し
、
障
が
い
に
つ
い
て

の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
福
祉

し
ょ
っ
ぷ
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

５
月
19
日
（
木
曜
）

　

10
時
～
13
時

※
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

◆
場
所

　

市
役
所
１
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

◆
展
示
・
販
売
商
品

　

ク
ッ
キ
ー
、
ぱ
ん
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
季
節
の
野
菜
・
果
物
、
加

工
食
品
、
手
工
芸
品
、
木
工
品
な

ど●
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ2022 年　５月１日号

自
主
的
な
生
涯
学
習
を

支
援
し
ま
す
！

保
健
・
福
祉

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館
講
座

音
楽
散
歩
講
座
～
音
楽
の
世
界
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
！
～

ふ
る
さ
と
料
理
講
座
～
懐
か
し
い

郷
土
料
理
を
ご
一
緒
に
～

健
幸
共
育
講
座
～
楽
し
く
体
を
動

か
し
て
み
ま
し
ょ
う
～

か
ん
た
ん
お
か
し
作
り
講
座

～
お
菓
子
つ
く
り
を
楽
し
も
う
！
～

共
通
事
項

第
43
回
福
祉
し
ょ
っ
ぷ 

Ｅ
ｍ
ｉ
‐
Ａ
ｓ
ｕ
開
催

減
塩
梅
干
し
作
り
講
座

楽
々
健
康
体
操
講
座

共
通
事
項

初
心
者
向
け
浴
衣
リ
メ
イ
ク
講
座

い
き
い
き
ラ
イ
フ
講
座

苔
玉
づ
く
り
講
座

共
通
事
項

い
き
い
き
ラ
イ
フ
講
座

～
快
適
健
幸
生
活
に
つ
い
て
～

こ
ば
や
し
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座

～
小
林
の
歴
史
を
感
じ
ま
し
ょ
う
～

セ
ル
フ
プ
ラ
ン
講
座
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子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
た

め
、
食
品
な
ど
の
配
布
と
困
り

ご
と
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
支
援
方
法
・
対
象

　

市
内
在
住
で
生
活
が
厳
し
い

と
感
じ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子

ど
も
を
持
つ
家
庭
に
、
毎
月
食

材
な
ど
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

◆
配
布
場
所

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館

◆
そ
の
他

・
毎
月
月
末
頃
に
翌
月
分
の
受
付

け
を
開
始
し
ま
す
。

・
申
込
み
は
予
定
数
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
・
申
込
先

　

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
込

む
か
、
小
林
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

℡
23
‐
３
４
６
６

◆
支
援
方
法
・
対
象

　

市
内
在
住
で
生
活
が
厳
し
い
と
感

じ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
毎
月
無
料
で

食
材
な
ど
を
自
宅
へ
届
け
ま
す
。

※
申
込
後
ス
タ
ッ
フ
が
聞
取
り
を

　

行
い
支
援
を
決
定
し
ま
す

◆
申
込
方
法　

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
電
話
で
申
込
み

◆
申
込
先

　

こ
ば
や
し
こ
ど
も
宅
食

　

＠
ｐ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ
代
表　

橋
満

　
℡
０
８
０
‐
６
４
３
３
‐
８
１
０
８

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
Ｄ

　
（
＠
１
７
４
ｙ
ｈ
ｎ
ｂ
ｕ
）

◆
支
援
期
間

　

令
和
５
年
３
月
ま
で（
月
１
回
）

◆
そ
の
他

・
児
童
扶
養
手
当
や
就
学
援
助
を

受
給
中
か
、
非
課
税
世
帯
な
ど
の

家
庭
を
優
先
し
ま
す
。

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

の
申
込
み
は
24
時
間
対
応
で
す
。

※
電
話
で
の
申
込
み
は
祝
日
を
除

　

く
月
曜
～
金
曜
の
9
時
～
16
時

・
真
に
支
援
が
必
要
な
家
庭
を
応

援
す
る
事
業
で
す
。
趣
旨
を
理
解

い
た
だ
き
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
４
３
１
９

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
4

月
1
日
現
在
で
宮
崎
運
輸
支
局
に

登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有

者
か
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

期
日
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
納
入
期
限　

５
月
31
日（
火
曜
）

◆
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

・
金
融
機
関

・
県
税
・
総
務
事
務
所

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
必
要
）

※
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通
知
書

　

が
届
か
な
い
場
合
は
、
連
絡
く

　

だ
さ
い

◆
そ
の
他

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
で
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
、
自
動
車
税
（
種

別
割
）
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
申
請
が

必
要
で
す
。

●
問

・
小
林
県
税
・
総
務
事
務
所

　

℡
23
‐
３
１
９
４

　

ト
マ
ト
キ
バ
ガ
が
、12
月
か
ら
、

県
内
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
繁

殖
能
力
が
高
い
た
め
、
多
発
生
す

る
と
防
除
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

被
害
拡
大
前
の
早
期
発
見
と
対
策

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
被
害
の
特
徴

・
幼
虫
が
葉
に
潜
り
食
害
し
、
薄

皮
を
残
し
透
け
た
状
態
に
な
る
。

・
ヘ
タ
と
果
実
の
隙
間
か
ら
果
実

内
に
侵
入
す
る
。　

◆
報
告
さ
れ
て
い
る
寄
主
植
物

　

ト
マ
ト
、ナ
ス
、タ
バ
コ
、ピ
ー

マ
ン
、
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
の
ナ
ス

科
植
物
、
マ
メ
科
の
イ
ン
ゲ
ン
マ

メ
な
ど

◆
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に

　

ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
開
口
部
や
谷
換

気
は
、
目
合
い
１
㎜
以
下
の
防
虫

ネ
ッ
ト
で
被
覆
す
る
。
ま
た
、
出

入
口
は
こ
ま
め
に
き
ち
ん
と
閉
め

て
作
業
す
る
。

◆
定
着
を
防
ぐ
た
め
に

　

定
植
当
日
に
ベ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ

の
灌
注
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
苗
を
購
入
す
る
場
合
は
、

購
入
元
が
農
薬
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
使
用
履
歴
を

確
認
し
、
ラ
ベ
ル
の
記
載
内
容
に

従
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
・
Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
園
芸
課

　

℡
23
‐
１
３
１
８

・
西
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

℡
23
‐
５
１
０
５

 

先
の
大
戦
で
、
旧
主
要
戦
域
と

な
っ
た
陸
上
・
遺
骨
収
集
の
望
め

な
い
海
上
な
ど
で
の
戦
没
者
の
遺

族
を
対
象
に
、
慰
霊
巡
拝
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
募
集
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
対
象

　

戦
没
者
の
遺
族

◆
費
用

　

実
施
地
域
に
よ
っ
て
金
額
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
県
福
祉
保
健
部
指
導
監
査
・
援

護
課 

援
護
恩
給
担
当

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
０
６
１

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩

み
の
家
族
が
気
軽
に
交
流
で
き
る

場
で
す
。
安
心
し
て
お
互
い
に
語

り
合
い
、
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

5
月
15
日
（
日
曜
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所

　

小
林
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
別

館
第
1
会
議
室

◆
対
象

　

本
人
、
家
族
、
経
験
者
、
支
援
者

●
問
・
小
林
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
立
ち
止
ま
っ

て
い
る
人
、
家
族
以
外
と
の
つ
な

が
り
が
乏
し
い
人
な
ど
の
た
め

の
、
家
以
外
の
安
心
安
全
な
居
場

所
で
す
。
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

り
、
一
緒
に
新
し
い
人
生
を
始
め

て
い
き
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
来
ら

れ
る
時
間
に
ふ
ら
っ
と
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
日
時　

5
月
15
日

　

13
時
30
分
～
16
時
ご
ろ

◆
場
所

小
林
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

和
室

◆
参
加
費　

無
料

◆
対
象

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
や
社
会

で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人

●
問
・
小
林
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

　

感
染
症
法
に
よ
り
、
65
歳
以
上

の
人
は
年
1
回
の
結
核
に
係
る
定

期
の
健
康
診
断
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

の
受
診
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
結
核
は
「
過
去
の
病
気
」
で

は
な
く
、
現
在
も
集
団
感
染
し
や

す
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
受
診
す

る
こ
と
で
、
肺
が
ん
を
は
じ
め
と

す
る
他
の
肺
疾
患
な
ど
の
発
見
に

も
役
立
ち
、
早
期
治
療
の
決
め
手

に
な
り
ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康

を
守
る
た
め
、
対
象
者
は
必
ず
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

　

対
象
者
に
日
程
表
と
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
（
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に

な
る
人
を
含
む
）

※
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
人
は
事

　

業
主
が
実
施
す
る
た
め
対
象
外

◆
そ
の
他

・「
職
場
や
病
院
な
ど
で
毎
年
受

診
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
人
に
は

受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

退
・
離
職
な
ど
で
以
前
と
状
況
が

変
わ
っ
た
人
は
受
診
で
き
ま
す
の

で
、
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
健
診
場
所
で
の
マ
ス

ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

令
和
4
年
度

慰
霊
巡
拝
事
業

◆令和４年度募集の概要

イルクーツク州・ブリヤー
ト共和国

ハバロフスク地方・ユダヤ
自治州

インドネシア

中国東北地方（旧満州地区
全域）

東部ニューギニア

ビスマーク諸島

ミャンマー

フィリピン（1班～3班）

硫黄島（1 次）

硫黄島（2 次）

トラック諸島

8 月 31 日

９ 月 ６ 日

９ 月 12 日

10 月 ８ 日

10 月 20 日

10 月 21 日

11 月 10 日

２ 月 16 日

11 月 ８ 日

～

～

～

～

～

～

～

～

10 月 15 日

10 月 26 日

10 月 26 日

11 月 18 日

２ 月 23 日

11 月　９日

９ 月　 ９ 日

９ 月 14 日

～

９ 月 10 日 ～ ９ 月 17 日

９ 月 23 日

15 人

15 人

15 人

80 人

100 人

15 人

15 人

20 人

15 人

15 人

１0 人

5 月 20 日（金）

５月 13 日（金）

６月　3 日（金）

６月 10 日（金）

6 月 21 日（火）

6 月 22 日（水）

７月 15 日（金）

実施場所 実施時期 募集人員 申込締切日

インド

９ 月 12 日 ～ ９ 月 23 日

２ 月 28 日 ３ 月　 １ 日 100 人 10 月 25 日（火）

６月 17 日（金）

９月 14 日（水）

生
活
に
お
困
り
の

子
育
て
世
帯
を
支
援

ト
マ
ト
キ
バ
ガ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

５
月
は
自
動
車
税
を

納
め
る
月
で
す

案　

内

結
核
に
係
る
定
期
の
健

康
診
断（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

ひ
き
こ
も
り
家
族
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

人
の
居
場
所
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

その請求は架空請求かも！
身に覚えのない請求や裁判所の通知で
おかしいな？と思ったらまず相談

または西諸地域相談窓口　℡ 23‐1179

消費者
ホットライン １８８☎

～

▲ QR コ ー ド
から申込みで
きます

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

こ
ど
も
宅
食

共
通
事
項

2022 年　５　月１日号ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎ2022 年　５月１日号
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　市では、さまざまな手段で市政情報を発信
しています。ぜひ活用ください。

市政情報を発信しています

▲ QR コード

◆フェイスブック（よかとこ小林市）

▲ QR コード

◆ツイッター（よかとこ小林市）

▲ QR コード

◆ YouTube（小林市公式チャンネル）

●問　地方創生課　℡ 23‐1148



新しい農業委員・農地利用最適化推進委員が決まりました
　任期満了に伴い、新しい農業委員 19 人（春

は る ぐ ち

口 隼
は や と

人会長）が任命されました。また、農地利用最適化推進委員
19 人に対して、委嘱状が交付されました。両委員とも、任期は令和 7 年 3 月 31 日までです。

2022 年　５　月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

●問 = 農業委員会　℡ 23‐0405

春
は る ぐ ち

口　隼
は や と

人

東
ひがしばる

原　安
や す お

雄

棚
た な は し

橋　道
み ち お

夫

吉
よ し む ら

村　昭
あ き お

生

小
こ ば た

畠　利
と し は る

春

上
う え か り や

仮屋　博
ひろし

大
お お や ま

山　竹
た け こ

子

高
た か だ

田　春
は る お

男

河
か わ の

野　雄
ゆ う じ

二

田
た わ ら

原　尚
な お き

紀

種
た ね だ

子田　勝
まさる

瀬
せ と や ま

戸山　博
ひ ろ よ し

好

谷
た に の き

之木　信
の ぶ ひ ろ

弘

大
だ い ぶ

部　実
じ つ お

男

下
し も お き

沖　秀
ひ で と

人

倉
く ら ぞ の

薗　嘉
か え こ

枝子

石
い し か わ

川　文
ふ み お

男

松
ま つ だ

田　まり子
こ

長
な が せ

瀬　茂
し げ ひ ろ

弘

担当地区

奈佐木区

野尻６区

野尻１区

野尻３区

東方一区

細野二区

南西二区

担当地区

北西二区

永田区

南堤区

種子田区

細野一区

東方二区

真方二区

担当地区

南西四区

真方二区

野尻２区

野尻５区

野尻４区

◆農業委員（敬称略）・担当地区
氏　名氏　名氏　名

井
い の う え

上　亘
わたる

上
う え は ら

原　都
つ ゆ こ

由子

新
し ん で ん

田　敏
と し ふ み

文

髙
た か い わ

岩　昭
しょういち

市

池
い け い

井　周
しゅうぞう

造

中
な か や ま

山　敏
と し あ き

章

前
ま え だ

田　次
つ ぎ お

雄

担当地区

内山区

紙屋

北堤区

南西一の東

中河間区

南真方西区

細野三区

丸
ま る お

尾　義
よ し も り

盛

池
い け だ

田　幸
こ う い ち

一

内
う ち

　一
か ず ゆ き

幸

井
い の く ち

口　紀
の り お

男

山
や ま し た

下　市
い ち ろ う

郎

大
お お や ま

山　則
の り お

夫

井
い の

野　実
みのる

大
お お く つ

久津　和
か ず ゆ き

幸

桒
く わ づ る

水流　峯
み ね い ち

一

谷
た に ぐ ち

口　和
か ず み

巳

福
ふ く も と

本　正
ま さ み

三

四
し い

位　正
ま さ み

生

担当地区

真方三区

南西三区

北西三区

真方一区

南西四区

北西二区

夏木区

担当地区

坂元区

東方一区

細野一区

三ケ野山

東麓

◆農地利用最適化推進委員（敬称略）・担当地区
氏　名氏　名氏　名

　

種
苗
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月

１
日
か
ら
、
登
録
品
種
の
増
殖
に

は
、
育
成
者
の
許
諾
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。
故
意
に
違
反
し
た
場

合
、
最
高
１
千
万
円
以
下
（
法
人

は
最
高
３
億
円
以
下
）
の
罰
金
、

10
年
以
下
の
懲
役
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

◆
そ
の
他

　

育
成
者
の
許
諾
が
必
要
と
な
る

の
は
「
登
録
品
種
」
の
み
で
す
。

登
録
品
種
は
農
林
水
産
省
品
種
登

録
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。

●
問
・
Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
園
芸
課

　

℡
23
‐
１
３
１
８

・
西
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

℡
23
‐
５
１
０
５

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

　

都
城
公
証
人
役
場
が
開
設
す
る

無
料
相
談
所
が
、
今
年
１
月
か
ら

常
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
民

事
上
の
紛
争
予
防
と
紛
争
解
決
の

一
助
と
し
て
、
利
用
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時　

毎
月
第
４
土
曜
日

　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
17
時

◆
場
所

　

都
城
公
証
人
役
場
（
都
城
市
前

田
町
15
街
区
10
の
１
号
）

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
内
容

　

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
契
約
・

尊
厳
死
宣
言
・
賃
貸
借
契
約
・
金

銭
貸
借
契
約
・
離
婚
給
付
契
約
等

の
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
相
談

●
申
・
問

・
都
城
公
証
人
役
場

　

℡
０
９
８
６
‐
22
‐
１
８
０
４

　

小
林
市
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠

点
施
設
整
備
基
本
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
、
意
見
を
募
集
し
ま
し
た

が
、意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
募
集
期
間

　

２
月
19
日
～
３
月
20
日

◆
寄
せ
ら
れ
た
意
見　

０
件

●
問
・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
０
４
５
６

そ　

の　

他

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
に
つ
い
て

休
日
（
土
曜
日
）
無
料

公
証
相
談
所
の
開
設

種
苗
法
の
改
正
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

有効投票数
（人）

投票率
（㌫）

36,327（※） 9,333 9,187 25.69

火災・救急発生状況
種別

－ 1建物 3 5

＋ 1林野 1 2

　＋ 1車両 0 1

　－ 5その他 1 1

救急 153 506 ＋ 41

昨年累計3 月

交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

14 33

64 185

0 2

15 36

662 （昨年同月比　47）

－ 13

+33

－ 17

+ ２

種別 昨年累計3 月

人のうごき（小林市の人口）

19，013 世帯

人口
男

女

42,545 人
19，838 人

22，707 人

（－ 34、－ 103）

（－ 311、－ 671）
（－ 164、－ 292）

（－ 147、－ 379）

令和４年 4 月１日現在現住人口　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の
転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。
※令和２年 10 月１日に公表された「令和２年国勢調査確報値」を反映

【得票結果】

令和４年４月17日執行　小林市議会議員補欠選挙結果
　令和4年4月17日に行われた小林市議会議員補欠選挙の投開票結果をお知らせします。年代別の投票率や開票結果、
得票結果については下表のとおりです。

●問 = 選挙管理委員会　℡ 23‐1143

10 代 20 代 30 代 ４0 代 ５0 代 ６0 代 ７0 代 ８０代以上

0.00 ㌫ 5.44 ㌫ 12.04 ㌫ 14.68 ㌫ 14.85 ㌫ 17.98 ㌫ 23.10 ㌫ 11.88 ㌫

　※平均的な投票所（第１投票所）のデータを記載【年代別の投票率】

【開票結果】

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ2022 年　５月１日号

得票順位 氏　名 得票数

　１ ありき　 将
しょうご

吾 4,092

　２ 堀
ほり

　研
け ん じ ろ う

二郎 3,704

　3 　野
のだ

田　としのり 1,391

当選

※当日有権者内訳（男性 16797 人、女性 19,530 人）
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当選

　

市ホームページ

●問＝新型コロナウイルスワクチン接種推進室　℡ 24‐5007

　今後４回目接種が予定されており、予約が取りづらくなる可能性
があります。１～３回目の接種を希望する人は、早めの予約をお願
いします。最新情報は、市ホームページや防災ラジオ、メール配信
サービスで随時お知らせします。

■５歳～ 11歳の接種がはじまっています
▲市ホームページで接種券の

発送状況などをお知らせ

※４月 19 日現在

３回目接種済み
人数・接種率

24,137人
71.6㌫／

新型コロナワクチン接種に関する情報（４月 19 日現在）

　２回目接種から６カ月が経過した 12 歳以上の人に、接種券を順
次発送しています。なお、ワクチンの供給量などにより発送が前後
する場合があります。
　３月 25 日から 12 歳～ 17 歳までの３回目接種がはじまりまし
た。ファイザー社製ワクチンの接種となりますのでご注意ください。

■３回目接種の接種券を順次発送中

　対象者に順次接種券を発送しています。接種を希望する人は早め
の予約をお願いします。詳細は市ホームページなどを確認ください。



くらし　５月 10 日～６月 9 日

軽自動車税　全期

くらし　５月10日～６月 9日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

５

10 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：00

17 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

24 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

６

１ 水 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

２ 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

７ 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考

休日納付・納税相談窓口 ５月 15 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 ５月 26 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 14：40 予約 : 都城年金事務所

※年金移動相談は、感染症予防のため休止になる場合があります。事前に都城年金事務所（℡ 0986-23-2571）に確認ください　

☎27-1850

◆こころの電話相談

毎週月曜　20：00 ～ 22：00

●問：NPO 法人こばやしハートム

◆宮崎いのちの電話（年中無休）
日・月・水・金  21：00 ～（翌朝）4：00
火・木・土　　　18：00 ～（翌朝）4：00
●問：NPO 法人宮崎いのちの電話

☎ 0570-7
ナ ヤ ミ

83-5
コ コ ロ

56

ひとりで悩まずお話しください

　その他のイベント
◆二原遺跡公園公開日
５月 15 日（日）
9：30 ～ 11：30

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局
時間　９：00 ～ 17：00
　受付開始日  ５月 11 日（水）
　受付締切日  ５月 17 日（火）

　これは何ごみ？答え　

　フィルムは『燃やさないごみ』で、
外袋は表示のとおり出してください。
※虎の巻 P55 に違った表示があり
ますが、湿布薬と同じ『燃やすごみ』
となります。
●問＝生活環境課　℡ 23‐8122

貼付けタイプの冷却材は
『燃やすごみ』

　税・保険料の納付期限

小林保健所の相談会（　 小林保健所　 23‐3118）
▼アルコール家族教室（アルコールで悩む本人・家族）
　　 毎月第２火曜 　13 時 30 分～ 15 時 30 分
▼ひきこもり・こころの健康相談
　　 毎月第４火曜　 13 時 30 分～ 15 時 30 分
▼わかちあいの会（自死遺族のつどい）
　　 毎月第４木曜 　13 時～ 15 時

時

場

日

問

時日

時日

小林こすもす家族会
精神疾患で悩まれている家族
の「思い」を共有する集い
　 毎月第２水曜
　 13 時 30 分～ 15 時 30 分
　 市民活動支援センター
　 ℡ 080‐6423‐5858

時
場

日

問

その他の相談会や集い（参加希望者は事前に連絡ください）

※納期限は５月 31 日（火曜）です。
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　リサイクル日程　

今月の　これは何ごみ？

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

「貼付けタイプの冷却剤」
（答えは左のページ）

区・組 （曜日）

区 ５
月

６
月

水流迫、東方 1・2 ６ １

真方１・２・３ ２ ２

南西２・３、通り町 ９ ３

南西１の西、南西４
本町、新生町 10 ６

南西１の東、種子田 11 ７

北西１・３、緑町 12 ８

北西２、坂元 20 10

西町１・２・３
南島田 19 ９

仲町、永田町、後川内 24 13

細野 2・３、南真方 25 14

細野１、南真方西 26 23

南真方東
上町・上町西 30 24

上町中、上町東
上町北 27 28

西堤、南堤 31 29

北堤 31 30

野尻地区
（第 3 日曜） 15 19

須木地区
（第４日曜） 22 26

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 ５月 ６月
野尻町保健福祉センター 10 日、24 日、31 日 ７日

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く）

9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 ５月 26 日（木） 受付 12：30 ～ 13：15

1 歳 6 か月児健康診査
5 月 12 日（木）
6 月 2 日（木）

  受付 12：30 ～ 13：15

３歳児健康診査 ５月 19 日（木）

キッズフロア
5 月 11 日（水）
6 月１日（水）

受付 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング ５月 25 日（水）
受付 13：45 ～ 14：00
開催 14：00 ～ 15：00

（要予約）

※個別に案内していますの
で詳しくは問合せください

●健康相談
「健診結果が気になる」「食事のことが知りたい」「どんな運動をすればいいか」など、
健康について気になることを気軽に相談ください。

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

平日(祝日を除く) 健康相談
( 体組成計・血管年齢測定 ) 小林市保健センター 8：30 ～ 17：15

（要予約）

５ 12 木

まちの保健室 テナムビル２階
交流スペース 13：30 ～ 15：30５ 26 木

６ ９ 木

※「まちの保健室」は感染症の状況により中止になる場合あり

月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

５

15 日

池田病院 23‐３５３５

小林保養院 22‐２８３６

よしむら循環器内科クリニック 27‐３３３９

22 日
くすもと内科クリニック 23‐１１１５

野尻中央病院 44‐１１４１

29 日
上田内科 23‐３３７７

立山整形外科医院 22‐１７１７

６ ５ 日 花田耳鼻咽喉科 24‐５１００

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　



■企画政策課 ℡ 23‐0456
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市内８地区の「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

きずな協働体通信
　

３
月
22
日
、
す
き
む
ら
づ
く
り

協
議
会
主
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

須
木
中
学
校
を
会
場
に
、
須
木

地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
多
数
参

加
。
天
気
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
暖
か
く
良
い
日
和
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
区
対
抗
戦
で
は
、
日
ご
ろ
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
方
、
は

じ
め
て
に
も
関
わ
ら
ず
素
晴
ら
し

い
シ
ョ
ッ
ト
を
す
る
方
な
ど
、
参

加
者
は
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん

で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
々
外
出
も
難
し

い
世
の
中
で
す
。
青
空
の
下
、
久

し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
友
人
と

話
も
弾
み
、
い
い
催
し
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
催
し
物

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

グランドゴルフ開催！

牛サンタのプレゼントの旅＆卒業記念花火ショー！
永久津

いきいき協議会

　

昨
年
12
月
24
日
に
、「
全
日
本

牛
サ
ン
タ
の
会
永
久
津
支
部
（
仮

称
）」
会
員
が
昼
休
み
時
間
に
永

久
津
保
育
園
・
永
久
津
小
中
学
校

を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。
ど
の
会
場

も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
20
日
に
は
「
永
久

津
ど
ん
と
や
ろ
う
会
」
が
中
心
と

な
り
、
学
校
行
事
な
ど
の
自
粛
を

強
い
ら
れ
た
小
中
高
校
の
卒
業
生

の
思
い
出
の
１
㌻
と
な
る
よ
う
、

卒
業
記
念
花
火
シ
ョ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
４
月
か
ら
故
郷
を
後
に

し
、
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す

る
高
校
生
た
ち
の
涙
と
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
で

す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
心
身

の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
イ

ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
き
ま
す
。

すき
むらづくり協議会

　

皆
さ
ん
は
、
近
頃
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
ま
し
た

か
。

　

小
林
市
に
は
、
Ｊ
Ｒ
吉
都

線
、
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
、
福
祉
バ
ス
と
い

っ
た
公
共
交
通
機
関
が
あ
り

ま
す
が
、
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
運
転
免

許
返
納
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
交

通
弱
者
が
増
え
る
一
方
で
、

人
口
減
少
に
よ
る
全
体
の
需

要
減
少
と
運
転
手
不
足
の
深

刻
化
、
さ
ら
に
公
共
交
通
を

維
持
・
確
保
す
る
た
め
の
公

的
負
担
の
増
加
等
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
維
持
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

小
林
市
で
も
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
の
進
行
、
自

家
用
車
の
高
い
保
有
率
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
者
は
減
少
傾
向
が
続

い
て
お
り
、
現
在
の
地
域
公

共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
厳

し
さ
は
増
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
校
生
を
中
心

と
し
た
学
生
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
の
移
動
手
段
を
持

た
な
い
人
に
と
っ
て
、
地
域

公
共
交
通
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。

　

今
月
か
ら
隔
月
シ
リ
ー
ズ

『
公
共
交
通
の
今
と「
未
来
」』

を
掲
載
し
ま
す
。
地
域
公
共

交
通
の
維
持
・
確
保
の
た
め
、

一
緒
に
地
域
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ

う
。

急
激
な
社
会
環
境
の
変
化

公
共
交
通
の
今
と「
未
来
」

乗
っ
み
ら
ん
ね
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３月 29 日、市地域婦人連絡協議会より
安全祈願のかえるのお守りと雑巾

３月 25 日、西諸地区生コンクリート事
業協同組合より防犯ブザー

４月 14 日、小林地区交通安全協会と県
交通安全協会より反射タスキと下敷き

３月 28 日、小林ライオンズクラブより
自転車用ワイヤーロック錠

３月 24 日、西諸小林地区危険物安全協
会より防災啓発クリアファイル

■学校教育課 ℡ 23‐0424

須木中学校
窪
く ぼ た

田 雅
ま さ ふ み

文 校長

西小林中学校
矢

や の

野 雅
ま さ き

樹 校長

永久津小学校
湯
ゆ か わ

川 昌
しょういち

一 校長

市立学校  ～ School ～

野尻小学校
柏
か し わ ぎ

木 賢
け ん

校長

幸ケ丘小学校
園
そ の だ

田 祐
ゆ う い ち ろ う

一郎 校長

須木小学校
福
ふ く ま つ

松 東
と う い ち

一 校長

細野中学校
藤
と う ど う

堂 孝
た か ひ ろ

浩 校長

細野小学校
明
あ か し

石 宏
こ う い ち

一 校長

南小学校
児
こ だ ま

玉 善
よ し ひ こ

彦 校長

小林小学校
吉
よ し い

井 秀
しゅういち

一 校長

西小林小学校
楠
く す だ

田 隆
たかし

校長

栗須小学校
鹿
か し ま

島 史
し ろ う

朗 校長

三松小学校
衛
え と う

藤 慎
し ん じ

二 校長

地域の各団体から新入学生の
安心・安全を祈念したグッズ
をいただきました

T o p i c s

教育委員会

　市内小・中学校に新しく赴任した 13
人の校長先生を紹介します。
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子育て支援課
御
み た ら い

手洗　翔
しょうへい

平
商工観光課
横
よ こ い

井　光
こ う た ろ う

太郎
企画政策課
小
こ ざ き

﨑　由
よしたか

峰
学校教育課
寺
てらもと

本　豊
ゆたか

福祉課
神
か み の そ の

之薗　拓
た く と

斗
社会教育課
前
ま え だ

田　真
し ん の す け

之介

ほけん課
冨
とみおか

岡　錬
れ ん ま

磨
税務課
宮
み や た

田　菜
な な せ

勢

健康推進課
當
と う せ

瀬　美
み か

夏
健康推進課
長
な が お

尾　健
け ん た

太

企画政策課
宮
みやはら

原　和
か ず や

也

学校教育課
岩
いわした

下　智
ともひろ

裕

市役所などの人事異動
　　＆新規採用職員の紹介
市役所などの人事異動
　　＆新規採用職員の紹介

市役所

県から派遣 県教委から派遣

人事異動
部
長
級

総
務
部
長　

山や
ま
ぐ
ち口　

恭や
す
し史

市
民
生
活
部
長
【
併
】
上
下
水
道
局
長

　

和わ

だ田　

龍
り
ゅ
う
い
ち一

健
康
福
祉
部
長　

押お
し
か
わ川　

逸い
つ
お夫

会
計
管
理
者
【
兼
】
会
計
課
長
事
務
取
扱

　

谷た
に
が
わ川　

浩こ
う
じ二

経
済
部
長
【
兼
】
建
設
部
長　

大お
お
や
ま山　

公き
み
ひ
ろ弘

須
木
庁
舎
須
木
総
合
支
所
長
【
兼
】
須
木
庁
舎

住
民
生
活
課
長
事
務
取
扱
【
併
】
教
育
部
須
木

分
室
長　

冨と
み
な
が永　

新し
ん
こ
う光

教
育
部
長　

日ひ
だ
か髙　

智と
も
こ子

課
長
級

総
合
政
策
部
健
康
都
市
推
進
室
長　

松ま
つ
も
と元　

総さ
と
こ子

市
民
生
活
部
ほ
け
ん
課
長　

岩い
わ
し
た下　

経け
い
い
ち
ろ
う

一
郎

健
康
福
祉
部
福
祉
課
長　

末す
え
も
と元　

利と
し
お男

健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
長　

里さ
と
お
か岡　

小さ
あ
い愛

野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課
長　

志し

し

め
々
目　

篤あ
つ
お夫

監
査
委
員
事
務
局
長　

谷た
に
や
ま山　

宏ひ
ろ
し志

経
済
部
農
業
振
興
課
長　

高こ
う
つ
さ

津
佐　

正し
ょ
う
ご吾

須
木
庁
舎
地
域
整
備
課
長　

境さ
か
い　

浩こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

教
育
部
社
会
教
育
課
長　

久く

ぼ

た
保
田　

恭や
す
ふ
み史
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看護師

日
ひ だ か

髙　朋
と も な

奈

看護師

小
お が わ

川　侑
ゆ い

惟

看護師

有
あ り ま

馬　美
み ち よ

智代

看護師

新
し ん ち

地　麻
あ さ み

美

看護師

倉
くらぞの

薗　愛
あ い り

理

看護師

吉
よしむら

村　優
ゆう

臨床検査技師

岡
おかつぎ

次　春
は る ね

音

令和 4 年度New  FaceNew  Face

医師

木
き ど

戸　義
よしたか

隆

市立病院

　市役所（一般職）は 97 人（うち部長級７人、課長級 9 人、主幹級 27 人）の異動がありました。
　新規採用は、事務職８人、保健師２人の計 10 人。さらに、県と県教委から派遣２人を迎えました。
　市立病院の新規採用は、医師１人、看護師６人、臨床検査技師１人の計 8 人。
　また小学校に９人、中学校に４人の校長が新しく赴任しました（小中学校の新校長については、18 ペー
ジで紹介しています）。
　新たな体制で、市政発展と住みよいまちづくりに尽力します。
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今年で 300 歳 ⁉ こばやしの神さま仏さま

　2022 年から 300 年前といえば、
1722 年の享保７年です。この享
保７年には、小林市で多くの石像
物が造られ今も現存しています。
　東方の陰陽石に向かう道沿いに
佇む「仲間の田の神」、細野字島
田前の県道沿いに佇む「南島田の
田の神」、南西方孝の子地区の公
民館隣に佇む「中孝の子の田の
神」、真方字杉薗の八王子神社の
入口に佇む「八王子神社仁王像」
です。
　いずれの像もその背中などに

「享保七年」の文字が刻まれてお
り、今から 300 年前の江戸時代中
期に造られたことがわかります。
全国的には８代将軍徳川吉宗の享

保の改革が始まった時期であり、
新田開発が推し進められました。
　さらにこの地域では享保元年に
新燃岳が噴火し多大な被害を受け
たとされ、改めて山の神への祈り
なども込められ像が造られたとさ
れています。
　特筆すべきは、これらの石像物
は全て同じ作者「毛利七右衛門」
により造られたことが像に刻まれ
た文字から分かっている点です。
　300 年間もの永い間、人々を見
守ってくれている神さま、仏さま
が私たちのふるさとにはあり、そ
んなすばらしい石像物を造り出し
た優れた石工が私たちのふるさと
にはいたのでした。

▲写真上段：㊧仲間の田の神、㊥南
島田の田の神、㊨中孝の子の田の神
写真下段：八王子神社仁王像

■社会教育課 ℡ 22‐7912
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SUKU SUKU すく　すく

心の花びら

画：友安よーいち

　４月から広報担当になりました榎
田です。市政情報から各種イベント
情報まで、必要とされている情報を
的確にお知らせできるよう日々精進
します。（榎田）

菜
の
白
と
見
紛
う
ほ
ど
の
蝶
真
白
（
小
林
合
歓
の
会　

後
野
芙
美
子
）

園
児
の
餌
へ
応
う
合
唱
春
羊
舎
。（
小
林
合
歓
の
会　

内
田
ト
シ
子
）

豌
豆
の
手
つ
な
ぎ
始
め
水
を
や
る
（
小
林
合
歓
の
会　

尾
辻
和
子
）

出
合
う
人
皆
美
し
き
ミ
モ
ザ
散
る
（
小
林
合
歓
の
会　

大
坪
由
美
子
）

初
蛙
物
干
の
影
の
ろ
の
ろ
と
（
小
林
合
歓
の
会　

小
村
明
子
）

蟻
出
ず
る
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
問
う
て
み
る
（
小
林
合
歓
の
会　

本
田
澄
子
）

山
桜
雑
木
林
へ
色
添
え
る
（
小
林
合
歓
の
会　

今
西
由
美
子
）

ウ
イ
ル
ス
の
た
ゞ
よ
う
巷
に
た
く
ま
し
く
桜
花
は
み
ご
と
に
咲
き
て
散
り
ゆ
く
（
佐
枝
記
子
）

鐘か
ね

一ひ
と

つ
音お

ん

ち痴
な
ウ
グ
イ
ス
初は

つ

鳴な

き
か
（
長
友
正
臣
）

き
れ
い
咲
く
全
部
万
点
水
仙
花
心
ゆ
や
さ
れ
希
望
ふ
く
ら
む
（
家
村
昭
文
）

春
な
れ
ど
戰
と
コ
ロ
ナ
終
り
無
き
心
の
花
が
皆
欲
し
い
の
に
（
永
友
チ
エ
）

大
空
と
大
地
を
し
の
ぐ
山
桜
（
東
脇
哲
郎
）

そ
の
内
に
あ
っ
と
言
う
間
の
一
週
間
（
武
ナ
ミ
子
）

＜編集後記＞

第 93 話「ホタル観賞」

たくさん食べてたくさん笑う季歩ちゃ
ん。これからも一緒に楽しく過ごそう
ね！
保護者：橋谷理己、由樹

令
和
２
年
１
月
25
日
生

橋は
し
た
に谷 

季き

ほ歩 

ち
ゃ
ん

SUKU SUKU すく　すく

　「ハッシンコバヤシ！！」のコンセ
プトムービーを市 YouTube チャンネ
ルで公開中です。15 秒の動画ですが、
どれもクスッと笑える動画になって
います。ぜひご覧ください！（前原）

５
月
と
い
え
ば

ホ
タ
ル
の
時
期

だ
モ
～

光
っ
て
い
る
の
は

オ
ス
で
「
求
愛
」
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
だ
と
言
わ
れ

ち
ょ
っ
ど

さ
っ
そ
く

探
す
モ
～

ち
ょ
っ
と

ま
た
ん
か
！

ホ
タ
ル
は
懐
中
電
灯

や
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
が
苦
手
や
っ
ど

や
さ
し
く

見
守
る

モ
～

毎日明るく元気いっぱいな凪くん。こ
れからも色々なことにチャレンジして
好きな事をたくさん見つけてね！

平
成
30
年
３
月
27
日
生

橋は
し
た
に谷 

凪な
ぎ 

く
ん

小林市立図書館
問＝℡ 22-7913

～一般書～～児童書～

『きょうりゅうたちもほんがよめるよ』
文：ジェイン・ヨーレン
絵：マーク・ティーグ
訳：なかがわ　ちひろ

発行：小峰書店

『ないものねだるな』
著者：阿川 佐和子

発行：中央公論新社

図書館からのお知らせ

本はともだち こばやし絵本まつり

【本館】毎週月曜は休館
　◆開館時間　9 時～ 19 時　※日曜と祝日は 17 時まで

【須木分館】毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間　9 時～ 17 時

【野尻分館】毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間　10 時～ 18 時 30 分　※日曜は 17 時まで
毎月１日は館内整理日のため全館（本館・須木・野尻）休館

休館と開館時間

『子ども読書の日』行事

　心地よいお琴の音色とともに、おはなしを
楽しみましょう。おはなし会のあとは、ミニ
工作にも挑戦してみませんか。

今月のおすすめ図書

★新刊本の入荷
は毎週土曜

◆日時
5 月 14 日（土曜）14 時～ 15 時 30 分
◆場所
市立図書館本館 2 階大会議室
◆定員　50 名
◆参加費　無料
◆内容
・おはなし会（絵本の読みきかせ、お琴演奏など）
・ミニ工作（パタパタきつねを作ろう）
※必ず事前にカウンターで申込みください
※感染症の状況では中止になる場合があります
主催

小林市教育委員会／小林市立図書館
小林市小・中学校「読みきかせ」連絡協議会

共催
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